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次期大会のご案内

第65 回日本神経化学会大会・Neuro2022（沖縄）のお知らせ

2022年6月30日（木）～7月3日（日）の4日間に、日本神経科学会と日本神経回路学会との合同開催とし
て Neuro2022を沖縄県宜野湾市の沖縄コンベンションセンターおよびそれに隣接する宜野湾市立体育館・
ラグナガーデンホテルで開催いたします。台風が少なく観光シーズンピーク前の6月末から7月初めの時
期に開催します。原則的にはオンサイト（対面）開催としますが、コロナ感染状況や遠方開催であること
を考慮してオンライン（遠隔）とのハイブリッド形式で開催します。学会場は那覇市から北へ車で約20分
の東シナ海に面したビーチサイドの素晴らしい景色を目前とした場所にあります。公共交通機関はバス
となりますが、那覇市中心部や空港よりシャトルバスの運行を計画しており、参加者の皆さんにはご不
便のないよう心がけております。また、隣接会場の体育館やホテルへの移動は徒歩数分圏内ですが、定
期的なシャトルバス運行も計画しました。那覇市内のホテル、または会場近隣のビーチサイドのホテル
から風光明媚な道程で学会場へいらして下さい。
“ゆいまーる・つながる脳科学”というテーマを掲げました。これは沖縄の言葉で、“ゆい”（結い、協
働）と“まーる”（順番）が合わさって「順番に協働する」ということから、「相互補助」「互いに助け合う」
という意味を持ちます。3学会の合同大会ですから、それらが相互に結びついた大きな力を携える学会
にしたいという意味を込めました。そして、コロナ禍から脱するために人々が強い絆で互いに助け合っ
て困難を乗り切るという願いも込めてあります。Plenary lectureとしてマックスプランク研究所の Erin 

Shuman博士、チューリッヒ大学の Matrin Schwab博士、UCLAの Anne Churchland博士の3名を、そして
Brain prize lectureとしてエジンバラ大学の Adrian Bird博士を各々海外からオンサイトの沖縄にお招きし
ました。合同企画としては、特別講演、教育講演、大会企画シンポジウム、市民公開講座、公募シンポ
ジウム、一般口演、ポスター発表を設け、また神経化学会の特徴である若手育成セミナーや若手道場は
他の学会員でも参加できるように門戸を広げて今回は合同企画としました。神経化学会単独企画として
は、理事会企画シンポジウム、優秀賞受賞者講演、優秀賞受賞者企画シンポジウム、多分野交流シンポ
ジウムを例年通りに設け、その他に法人化に従って社員総会（今までの評議員会に相当する会）を開催し
ます。会場内のどの場所からもWifiが接続できるように最良の通信状態を構築する予定です。大会情報
は随時 H P上にアップデート致します。
本大会は、3学会各々が有する特徴ある研究アプローチで脳の構造・機能・疾患に迫る研究者が一堂に
会する好機となり、お互いに特徴あるアプローチや考え方で刺激し合い、そして研究者コミュニティが
拡大する機会となるよう期待しています。初夏の沖縄や新しい出会いを期待して沖縄にいらして頂きた
いと存じます。皆様とお会いできることを心待ちにしております。尚、大会に対するご要望がありまし
たら、ご遠慮なく大会運営事務局や大会関係者にお知らせ頂ければ幸いです。
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